
　一日のドライブが終わり、行楽地の宿で夕食をとる

のは楽しいものです。おいしい料理にはお酒がつきも

のですが、車を運転をする人はほどほどにしておかな

ければなりません。

　また、たとえ二日酔いの症状がない場合であっても、

酒気が残っていれば酒気帯び運転となります。一晩眠

ったから大丈夫だとは決していえないのです。

　ドライブ中の昼食時の飲酒は厳禁ですが、夕食時の

飲酒も控えめにしておきましょう。

夕食時の飲酒はほどほどにする

平成29年7月号７月の安全運転のポイント
人　車　<道路>　

走行計画を立てるときのポイント

通行規制などの道路情報を収集する

　ドライブ中の悪天候は運転に影響を与えるだけでなく、

それによる通行規制などにより走行計画にも影響を与えま

すから、運行ルート上の気象情報を事前にしっかりと収集

するようにします。

　特に、大雨や暴風などの異常気象が予想されるときは、

気象庁から「注意報」や「警報」などが出されます。運行

ルート上にそうした警報類が出されているときは、迂回ル

ートや避難場所などを検討しておくことも大切ですが、場

合によってドライブを中止するという決断も必要です。

大雨などの気象情報を収集する

　道路工事による通行規制なども走行計画に大きな影響を

及ぼしますから、日本道路交通情報センターのホームペー

ジ等で情報の事前収集を行います。

　例えば、高速道路の場合、通行止めや一旦停止を伴う｢片

側交互通行規制｣、昼夜を通して通行規制を実施する｢昼夜

連続車線規制｣などの情報を得ることができます。こうし

た通行規制が行われれば、走行速度も制限され渋滞が発生

することも十分考えられますから、時速100キロを想定し

た計画では予定通りの走行はできなくなります。道路情報

に応じて計画を見直す必要があります。

休憩の取り方を決める

　休憩については、特に高速道路での休憩の取り方がポイ

ントになります。高速道路は走りやすいため、ついつい長

時間運転になりがちですが、長時間運転は疲労が蓄積され

るだけではありません。高速道路は一般道路に比べて運転

操作が少ないことや単調な風景が続くことなどから、走行

中にドライバーが眠気などを催す「高速催眠現象」が起こ

りやすいと言われています。これを防止するためにも、こ

まめな休憩が必要で、少なくとも１～２時間に１回の休憩

をとることを前提に計画を立てるのが望ましいでしょう。

行楽などで高速道路を利用して長距離ドライブに出かけるときには、気象状況や道路状況の情報収集、

車両点検や携行品のチェックなど、事前の準備が安全運転のためにとても重要です。そこで今回は、出

発前の準備のポイントについてまとめてみました。
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出発前の点検・チェック・確認事項

燃料や冷却水、タイヤなどの車両点検をする

乗員全員にシートベルト着用を徹底する

万一の故障等による停止や渋滞等による長時間の立

往生に備えて、最低限、次のものを携行しましょう。

・停止表示器材（高速道路走行の場合は、携行が義務

　づけられています）

・発炎筒（車への備え付けが義務づけられています）

※発炎筒の有効期限は４年です。期限を過ぎると劣化

　して点火しないことがありますから、有効期限をよ

　く確認し、期限切れの場合は交換する必要があります。

・飲料水や軽食代わりになる菓子類

・緊急脱出用のハンマーやシートベルトカッター

・携帯トイレ

停止表示器材や飲料水などの携行品をチェックする

　長距離ドライブでは出発前の車両点検は欠かせませ

んが、高速道路を走行する場合には、交通の教則にお

いて、次の点検を行うことが定められています。

・燃料の量が十分であるか。

・冷却水の量が規定の範囲内にあるか

・ラジエータキャップが確実に閉まっているか

・エンジンオイルの量が適当であるか

・ファンベルトの張り具合が適当か、損傷がないか

・タイヤの空気圧が適当であるか(高速道路を走行す

　るときは、空気圧をやや高めにする)

・タイヤの溝の深さが十分であるか

　自分の点検に自信がない場合は、ガソリンスタンド

で点検してもらう方法もあります。

全員が乗車したら、エンジンをかける前に、シート

ベルトを全員に着用させる必要があります。特に後部

座席については、ドライバーが直接自分の目で着用し

ているかどうかを確認することが大切です。後部座席

の人がシートベルトを着用していないと、事故が起こ

ったとき後部座席の人が大きなダメージを受けるだけ

でなく、衝突の反動で前席に倒れ込み、ドライバーや

助手席の人もダメージを受けるおそれがあります。シ

ートベルトを適切に着用させることのできない子ども

には、必ずチャイルドシートを使用しましょう。

なお、ＥＴＣカードの入れ忘れによるトラブルも発

生していますから、出発前にＥＴＣカードを挿入した

かどうかも確認しておきましょう。
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